
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
全
て
の
事

業
を
再
開
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
大
切
な
節
目
の
年
に
な
る
と

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

新
村
地
区
に
は
「
あ
た
ら
し
の

郷
協
議
会
」「
松
本
大
学
」
と
い
う

大
き
な
地
域
資
源
を
持
ち
、
地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
関
係
団
体
の
皆
様
か
ら

心
強
い
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
事
業
展

開
も
見
出
し
な
が
ら
、
直
近
の
大

き
な
課
題
に
皆
様
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
行
動
し
て
参
り
ま
す
。

町会連合会長
栁澤　鉄男

前
町
会
連
合
会
長川

久
保

孝
正

は
縮
小
開
催
や
中
止
と
し
、
皆
さ

ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し

た
。
し
か
し
、「
あ
た
ら
し
の
郷

協
議
会
」
と
の
連
携
で
「
新
村
地

区
防
災
計
画
」
が
完
成
し
た
こ

と
や
、「
新
村
公
民
館
増
築
計
画
」

が
令
和
６
年
度
に
前
倒
し
と
な
る

な
ど
地
区
と
し
て
嬉
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

５
月
８
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
扱
い
と

な
り
ま
し
た
。

新
村
地
区
の
皆
さ
ん
の
安
全
と

安
心
を
願
い
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
禍
で

得
た
教
訓
の
上
に
立
ち
、
健
康
で

笑
顔
で
語
り
合
え
る
新
た
な
日
々

を
迎
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
４
月
に
高
綱
中
学
校
に
着

任
し
ま
し
た
学
校
長
の
濵
中
浩
と

申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

前
任
は
下
伊
那
の
売
木
小
中
学

校
と
い
う
小
学
校
と
中
学
校
が
併

設
し
て
い
る
学
校
で
、
小
中
併
せ

高綱中学校長
濵中　浩 先生

4
月
27
日
に
茶
房
ひ
と
い
き
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
今
年
度
初
の
開
催
で
あ

り
、
企
画
や
準

備
を
松
本
大
学

3
年
生
が
主
体

的
に
行
い
ま
し

た
。地

域
の
方
に

よ
る
ハ
ー
モ
ニ

カ
の
演
奏
や
高

原
列
車
ダ
ン
ス

な
ど
、
こ
れ
ま

で
通
り
の
催
し

も
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、
3
年
生

令
和
５
年
度
の
町
会
長
紹
介

【
町
会
長
】

上
新
東

古
條

治
男

上
新
西

酒
井

義
之
（
会
計
）

根

石

栁
澤

鉄
男
（
会
長
）

安

塚

古
畑

敏
幸

山

王

宮
﨑

由
雄
（
副
会
長
）

南
新
中

手
塚

剛

南
新
東

大
久
保

俊
介
（
副
会
長
）

東

新

小
林

悟
（
監
事
）

北
新
中

西
原

敬
二（
緑
化
推
進
員
）

北
新
南

永
田

明
男

北
新
西

長
岡

哲
雄（
緑
化
推
進
員
）

北
新
東

三
村

章
博

下
新
南

白
田

廣
（
監
事
）

下
新
北

津
田

武
敏

令
和
５
年
度
連
合
町
会
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
根
石
町
会
の

栁
澤
鉄
男
と
申
し
ま
す
。
何
卒
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
長
い
間
未
曾
有
の

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
制
限
や
中
止
を

令
和
４
年
度
の
町
会
連
合
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
町
会
長
の
皆
様
、
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
・
ひ
ろ
ば
の
皆
様
、

地
域
の
皆
々
様
の
多
大
な
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
各
種
行
事

て
も
40
名
程
度
の
小
さ
な
学
校
で

し
た
。
久
し
ぶ
り
の
大
き
な
学
校

で
少
し
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ

と
で
な
か
な
か
地
域
と
の
交
流
も

難
し
い
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
も
収
束
の
様

子
を
見
せ
て
い
ま
す
。
学
校
と
し

て
も
流
行
前
の
状
態
に
少
し
ず
つ

戻
せ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
様
に
も
お
世
話
に

な
る
こ
と
も
多
く
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

独
自
の
企
画
で
あ
る
健
康
す
ご
ろ

く
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
は
地
域
の
方
に
よ

る
合
奏
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
魅

力
的
な
音
が
公
民
館
全
体
に
響
き

ま
し
た
。

健
康
す
ご
ろ
く
は
運

動
や
ク
イ
ズ
な
ど
、
頭

の
体
操
と
体
の
体
操
が

で
き
る
も
の
で
し
た
。

学
生
と
地
域
住
民
の
方

が
協
力
し
な
が
ら
行
う

こ
と
で
、
非
常
に
盛
り

上
が
り
の
あ
る
企
画
と

な
り
ま
し
た
。

新
入
生
も
参
加
し
た

今
回
の
茶
房
ひ
と
い
き

は
、
活
気
が
溢
れ
る
回

と
な
り
ま
し
た
。

新
町
会
連
合
会
長

新
町
会
連
合
会
長

あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

退
任
の
あ
い
さ
つ

退
任
の
あ
い
さ
つ

着
任
の
ご
挨
拶

着
任
の
ご
挨
拶

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
と
と
も
に

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
と
と
も
に

茶
房
ひ
と
い
き
開
催

茶
房
ひ
と
い
き
開
催

岩崎神社 例大祭での浦安の舞

癒しの音色が響き渡る♬
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新
村
で
お
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い

た
２
年
間
は
、
本
当
に
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。
み
な
さ
ん
、
優
し

く
穏
や
か
な
人
達
ば
か
り
で
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
運
営
委
員
】

運
営
委
員
長

栁
澤

鉄
男

副
運
営
委
員
長西

牧

達
雄

町
会
連
合
会
副
会
長

大
久
保
俊
介

町
会
連
合
会
副
会
長

宮
﨑

由
雄

町
内
公
民
館
長

上
新
東

伊
東

博
文

上
新
西

菅
野

和
裕

根

石

村
山

雅
子

安

塚

古
畑

武
臣

山

王

土
屋

和
輝

南
新
中

手
塚

正
道

南
新
東

輿　
　

哲
郎

東

新

上
條

寿
久

北
新
中

新
村

岳
彦

北
新
南

槇
石

詞
康

北
新
西

西
牧

達
雄

北
新
東

横
山

良
尚

下
新
南

赤
津

澄
良

下
新
北

古
畑

雅
章

芝
沢
小
学
校
長赤

羽

秀
明

高
綱
中
学
校
長濵

中　
　

浩

新
村
保
育
園
長

曽
根
原
由
美
子

児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

白
田

優
子

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

大
澤　
　

拓

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

青
木

朋
子

保
育
園
保
護
者
会
長

関
口

好
美

体
育
協
会
長　
　
　

  

青
木

秀
行

館
報
編
集
委
員
長

  

川
合

文
明

図
書
委
員
長　
　
　

  

本
多

典
子

視
聴
覚
委
員
長　
　

  

花
村　
　

信

子
ど
も
会
育
成
会
長

波
多
腰

力

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長

白
田　
　

廣

【
館
報
編
集
委
員
会
】

上
新
西

関　
　

久
恵

下
新
南

武
井　
　

剛

根

石

輿　
　

賢
次

南
新
東

乾　
　

文
子

上
新
東

関　
　

成
任

下
新
北

松
森

清
昭

松
本
大
学

大
住　
　

望

松
本
大
学

廣
瀬

康
貴

（
全
市
版
編
集
委
員
）

山

王

山
口　
　

茂

【
体
育
委
員
】

南
新
東

手
塚

修
二

南
新
東

小
林

靖
直

上
新
東

土
屋

達
郎

下
新
南

武
井　
　

剛

【
図
書
委
員
会
】

山

王

土
屋
ま
ゆ
み

山

王

郷
津
亜
希
子

南
新
東

波
多
腰
み
つ
子

東

新

田
中

順
子

上
新
東

北
林
喜
美
子

令
和
５
年
度

公
民
館
委
員
紹
介

【
視
聴
覚
委
員
会
】

上
新
西

関　
　

徳
雄

安

塚

川
久
保
勝
義

下
新
北

北
原

剛
弘

上
新
東

関　
　

成
任

東

新

篠
之
井
洋
彰

北
新
南

新
村　
　

徹

【
も
の
ぐ
さ
大
学
理
事
会
】

理
事
長

下
新
北

山
下

陽
一

下
新
北

川
合

文
明

南
新
東

輿　
　

勝
登

山

王

上
條

貴
子

根

石

久
保
田
和
孝

山

王

山
口　
　

茂

安

塚

野
口

義
輝

安

塚

川
久
保
孝
正

上
新
東

関　
　

成
任

下
新
北

松
森

清
昭

南
新
中

上
條
小
百
合

令
和
５
年
度

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
職
員
紹
介

【
出
張
所
】

セ
ン
タ
ー
長

髙
山

芳
伯

主

任

金
井

実
加

職

員

宗
像
佳
代
子

【
公
民
館
】

館

長

新
村

芳
男

主

任

太
田
正
太
郎

【
福
祉
ひ
ろ
ば
】

職

員

輿　
　

博
美

職

員

宮
下

幸
江

職

員

花
村

美
佳

【
地
区
担
当
保
健
師
】

技

師

吉
瀬
菜
摘
美

【
生
活
支
援
員
】

職

員

上
条

貴
子

も
の
ぐ
さ
大
学

も
の
ぐ
さ
大
学

人
事
往
来

人
事
往
来

新出張所職員
宗像　佳代子

新
村
地
区
の
皆
様
初
め
ま
し

て
。
４
月
よ
り
着
任
し
ま
し
た
ス

イ
カ
の
名
産
地
出
身
の
宗む

な
か
た像
で

す
。
も
の
ぐ
さ
太
郎
伝
承
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
新
村
地
区
に
異

動
と
な
り
毎
日
新
鮮
な
気
持
ち
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。

早
く
地
区
の
こ
と
を
覚
え
ら
れ

る
よ
う
勤
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新地区担当保健師
吉瀬　菜摘美

４
月
か
ら
新
村
地
区
を
担
当
し

ま
す
保
健
師
の
吉き

せ瀬
菜
摘
美
と
申

し
ま
す
。
地
区
担
当
は
初
め
て
で

す
が
、
み
な
さ
ん
が
新
村
地
区
で

い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
見
か
け

た
際
に
は
声
を
か
け
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新
村
の
皆
さ
ん
が
暖
か
く
声
を

か
け
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
新
村
で
学
ん
だ
こ

と
を
こ
れ
か
ら
も
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
地
区
担
当
保
健
師

小
川

彩
香

４
月
26
日
、
参
加
者
16
名
で
小

谷
村
の
千
国
街
道
・
塩
の
道
を
ガ

イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
散
策
し
ま
し

た
。
糸
魚
川
か
ら
松
本
城
下
ま
で

約
30
里
（
1
2
0
キ
ロ
）
を
結
ぶ

千
国
街
道
は
又
の
名
を
「
塩
の
道
」

と
い
わ
れ
、
戦
国
時
代
、
上
杉
謙

信
が
こ
の
道
を
経
て
、
仇
敵
武
田

信
玄
に
塩
を
送
っ
た
と
い
う
「
義

塩
」
の
有
名
な
故
事
に
よ
る
も
の

で
す
。

現
在
、
小
谷
に
は
旧
街
道
を
た

ど
る
八
つ
の
散
策
コ
ー
ス
が
あ

り
、
今
回
は
千
国
古
道
と
呼
ば
れ
、

縄
文
時
代
に
遡
る
古
代
か
ら
連
綿

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
大
峯
（
お

お
み
ね
）
峠
越
え
コ
ー
ス
の
一
部

を
約
２
時
間
ほ
ど
歩
き
ま
し
た
。

鬱
蒼
と
し
た
杉
林
や
昔
の
風
情
を

偲
ば
せ
て
く
れ
る
石
仏
た
ち
、
７

年
に
一
度
の
諏
訪
大
社
の
神
事
の

た
め
の
道
で
も
あ
り
随
所
に
見
ら

れ
る
諏
訪
信
仰
に
ま
つ
わ
る
史
跡

な
ど
、
自
然
が
豊
か
な
「
塩
の
道
」

を
味
わ
う
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

先
人
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
こ
の

街
道
を
行
き
交
っ
た
の
か
、
歴
史

の
ロ
マ
ン
に
し
ば
し
浸
る
こ
と
が

で
き
た
一
日
で
し
た
。

自
然
観
察
会
〜
小
谷
村
〜

自
然
観
察
会
〜
小
谷
村
〜

前
出
張
所
職
員

丸
山

安
代

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

諏
訪
信
仰
に
思
い
を
馳
せ
る
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